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□協議会Ⅰ資料 ：「指導と評価の計画」 

□単元名    ：第 3学年「二次方程式」 

□内容のまとまり：第３学年 A（３）「二次方程式」 

 

 

１ 単元の目標 

(1) 二次方程式についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数学化したり，数学的 

に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。 

(2) 文字を用いて数量の関係や法則などを考察し表現することができる。 

(3) 二次方程式について，数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生 

かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。 

 

 

２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

① 二次方程式の必要性と意味及び 

その解の意味を理解している。 

② x の係数が偶数である二次方程 

式を平方の形に変形して解くことが

できる。 

③二次方程式を因数分解して解くこ

とができる。 

④解の公式を知り，それを用いて二 

次方程式を解くことができる。 

⑤事象の中の数量やその関係に着目

し，二次方程式をつくることができ

る。 

①因数分解や平方根の考えを基

にして，二次方程式を解く方法を

考察し表現することができる。 

②二次方程式を具体的な場面で

活用することができる。 

①二次方程式の必要性と意味を考

えようとしている。 

②二次方程式について学んだこと

を生活や学習に生かそうとしてい

る。 

③二次方程式を活用した問題解決

の過程を振り返って評価・改善しよ

うとしている。 

 

 

３ 指導と評価の計画 

本単元「二次方程式」を，内容のまとまりである三つの小単元と単元のまとめで構成し，それぞれの授業時間数

を次のように定めた。 

小単元等 授業時間数 

１．二次方程式とその解 ２時間 １５時間 

２．二次方程式の解き方 ８時間 

３．二次方程式の利用 ４時間 

単元のまとめ １時間 

 

時 間 学習内容の概要 知・技 思・判・表 態度 備考（評価方法） 

１ 具体的な問題を解決することを通して二次方程式の必要

性を理解する。 

 

知① 

知⑤ 

 態① 知：行動観察 

態：ノート 

 参考資料 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 P６８・６９ 

                                      ＜国立教育政策研究所＞ 
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２ 二次方程式とその解の意味を理解する。 

 

 

知①  態① 

記録 

知：評価問題 

態：ノート 

３ 平方根の考えを使って，ax2＋c＝0，(x＋▲) 2＝●の形をした

二次方程式を解くことができる。 

 

知②   知：行動観察 

４ x2＋px＋q＝0 の形をした二次方程式を， 

(x＋▲) 2＝●の形に変形して解く方法を理解する。 

 

知②   知：評価問題 

５ x2＋px＋q＝0 の形をした二次方程式を， 

(x＋▲) 2＝●の形に変形して解くことができる。 

 

 思① 態③ 思：行動観察・ 

  ノート 

態：ノート 

６ 二次方程式の解の公式の意味を理解する。 

 

 

知④   知：行動観察 

７ 解の公式を使って二次方程式を解くことができる。 

 

 

知④   知：評価問題 

８ 因数分解を使って二次方程式を解くことができる。 

 

 

知③ 思① 態③ 知：評価問題 

思：ノート 

態：ノート 

９ いろいろな 2次方程式を，適当な方法で解くことができる。 

 

 

 思① 

記録 

態③ 

記録 

思：行動観察・ 

  ノート 

態：ノート 

１０ 二次方程式を解く練習の時間 

 

 

知①～④ 

記録 

  知：テスト 

１１ 具体的な問題を，二次方程式を利用して解決するときの

考え方や手順を理解する。 

 

知⑤ 思② 態② 知：評価問題 

思：行動観察 

態：ノート 

１２ 数に関する問題を，二次方程式を利用して解決することが

できる。 

 

知⑤ 思② 態② 知：評価問題 

思：行動観察 

態：ノート 

１３ 長方形の紙から作った直方体の容器の容積に関する問題

を，二次方程式を利用して解決することができる。 

 

知⑤ 思② 態② 知：評価問題 

思：ノート 

態：ノート 

１４ 図形の動点に関する問題を，二次方程式を利用して解決

することができる。 

 

知⑤ 思② 

記録 

態② 

記録 

知：評価問題 

思：ノート 

態：ノート 

１５ 単元のまとめの時間 

単元テスト 

知⑤ 

記録 

  知：テスト 

 

【本時につながる時間】 

【前時】 

【本時】 
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□協議会Ⅰ資料 ：「第９時指導案」   

本時のねらい 

いろいろな２次方程式を、因数分解の考え、平方根の考え、解の公式を使った解き方のうち、どの解き方を使えば効率よく解け

るかを考える活動を通して、式の形や係数に着目すればよいことに気付き、式によって解き方を選択し、選んだ理由を説明し、表

現することができる。（しようとしている。）【思①、主①】 

  
学習活動・教師の発問 生徒の反応 教師の指導・援助 

１ これまでの２次方程式の解き方を振り返る 

Ｔこれまで学んだ２次方程式の解き方にはどの

ようなものがありましたか？ 

Ｔみなさんはこれから２次方程式が出てきた

ら、どの方法で解きますか？ 

Ｔなるほど。じゃあ、次の方程式だったらどうし

ますか？思いつかない人は、みんなの予想

を参考にしよう。 

 

 

Ｓ①平方根の考えを使った解き方、②因数分解

を使った解き方、③解の公式がありました。 

Ｓ問題によって変わると思う。 

 

 

  

・これまでの学習を振り返りやすい

ように、黒板の画面を表示する。 

 （式変形の根拠も見えるように足

跡を残しておく） 

２ 問題場面を把握する 

 

 

 

 

Ｔどうしてその解き方で解くのか、理由を説明

しよう。これから２次方程式に出会ったら、ど

のように解き方を判断していくのか、最終的

にまとめることができるといいね。 

 

 

Ｓ（１）平方根０人、因数分解０人、公式２１人 
（２）平方根７人、因数分解０人、公式１４人 
（３）平方根０人、因数分解２０人、公式１人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時のポイント（判断の理由、他

の方法と比べる、ようするに）カー

ドを掲示し、ポイントを生徒と共有

する。 

 

３ 自分の考えをつくる 

Ｔ生徒の様相に応じて評価し、指導する。 

思考・判断・表現（主体的に学習に取り組む態度） 

・「どうして（式のどこを見て）平方根の考えを使

って解こうと思ったの？」 

・「判断の理由を書いていて素敵ですね。」 

・「他の方法でやってないのに、どうしてその考

え方がよいって言えるの？」 

・「〇さんは、チェックする順番があるって言って

いたよ。」 

・「他の式だったらどうする？」 

・「ようするに、どのように考えていけばよい

の？」 

 

※１ 本時の（鮎美さん）のノート① 

 

Ｓ(1)(2)は式の形から、因数分解と平方根の考え

を使うことが難しいと考えたので、解の公式を使

って解きました。 

Ｓ(2)は、ｘの係数が偶数だから、平方根の考えを

使って解ける。 

Ｓ(３)は、因数分解が使って考えると簡単に解け

る 

Ｓ(1)(2)は因数分解できないし、(1)(3)は平方根の

考えを使うと途中式が複雑になりました。 

Ｓx2 の係数が１以上のときや、x の係数が奇数の

ときは、平方根の考えを使うと途中式が複雑に

なった。 

Ｓどの問題もまずは因数分解ができるかどうかを 

考えていることが共通していました。 

 

 

・教室内にいつくかの学習スペース

を準備し、自分の学習進路に合わ

せて考えをもてるようにする。 

教室右後方（ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ前） 

…考えがもてず困っている場合に集まる場 

教室前方（黒板前） 

…考えが明らかになり、互いの考えを解釈

し、統合したい場合に集まる場 

教室右後方（既習内容が掲示されている） 

…考えがもてているが、自分の言葉で説明

することに困っている場合に集まる場 

４ 考え方の判断について、どのようにすれば

よいのかを話し合い、まとめをする。 

Ｔそれぞれの問題によって解き方を選ぶため

には、どんなところに着目すればいいのか

な？ 

Ｔそれぞれ異なる式の形の問題を解いてみたけど、

解き方で共通していたことってあったかな？ 

どの考えを使えばよいかは 

・式の形に着目する 

・係数に着目する 

・まずは因数分解ができるかどうかを考えればよ

いのではないか 

 

５ 学びを生かして練習問題に取り組む。 

Ｔいま明らかにしたことをもとにすると、この問

題はどの考えを使えばいいのかな？  

判断の理由を勉強したように「～なので」

と、ペアで確認してみよう。書き込みましょう。 

Ｔいま明らかにしたことをもとにすると、この問

題はどの考えを使えばいいのか、判断の理

由、他の方法と比べる、ようするに、をはっき

りさせることを目指して、今度は自分でやっ

てみて、書き込みましょう。 

Ｔ考えの進め方の評価 

Ｓさんは、はじめ・・・、交流の中で・・・に気付

き・・・、そして・・・できた。それは、・・・な意識

があったからだね。 

 

 

 

 

 

※２ 本時の（鮎美さん）のノート② 

・特に判断の理由、他の方法と比

べるにかかわる表現を見取り、促

し、価値付けていく。 

・ペアで難しいところは、他のペア

から学んでから取り組む。 

 

・一通りできた生徒は、チャレンジ

問題、教科書問題、自分の課題と

なる問題に取り組むよう約束して

いる。 

方程式を適当な方法で解き、その解き方を選んだ理由を説明しよう。 

２次方程式 (1)３ｘ２＋ｘ-１＝０   

 (2)ｘ２＋８ｘ＝－4   

 (3)ｘ２＋５ｘ＝６ 

をあなたならどう解きますか？ 

簡単な場合を２種類  

発展的な場合を１種類 

 

 

 

【本時】 
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□協議会Ⅰ資料【別添】：抽出生徒（鮎美）さんの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 本時の（鮎美さん）のノート① 

 

※２ 本時の（鮎美さん）のノート② 

 

※上記の鮎美さんへの教師の声かけ 
 
□判断の理由を書いていて素敵ですね。 
□どの問題も、最初に因数分解の考え方で解こうとしたのですね。 
 もっとくわしくできたら、素敵ですね。 
 
ところで 
□平方根の考え方は、試してみたかな。 
□どうして平方根の考えを使わなかったのかな。 
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□協議会Ⅰ資料【別添】：抽出生徒（鮎美）さんの様子  

・第８時の学習過程 と ある場面の抽出生徒（鮎子）さんの様子 

第８時 学習内容 

１ 解の公式を使った解き方を振り返る 
 

  
２ （x－２）（x＋４）＝０の解き方を考えましょう 
 
 
 
Ｔ因数分解の学習をしたときに 
（x－２）（x＋４）を図にすると 

 右のようになっていましたね。 
（x－２）（x＋４）＝０という式 
だとどういう意味になるのかな？ 
 

Ｓ縦と横をかけたら０になるから 
 縦（x－２）か横（x＋４）のどちらかが０になるという 
 意味になります。 
 
 AB=０ならば A＝０または B＝０ をもとに 
（x－２）（x＋４）＝０の解き方を説明しよう 

 

３ 自分の考えをつくる 
 
 
 
 
 
Ｔ（x＋ｐ）（x＋ｑ）＝０の形をしていれば、ｐやｑがどんな 
 数字でなっても解くことはできますか？ 
 

４ （x－３）（x－５）＝０ ，x（x＋９）＝０ 

の解き方をペアで説明し合う 
 
 
 
 
 
 

５ どのように式を変形できたのかを話し合い、まとめる。 
 
Ｔ（x＋ｐ）（x＋ｑ）＝０という形の２次方程式は、どんな 
  式に変形することができましたか？ 
 
Ｓ２つの 1 次方程式に変形することができます。 
 
（x＋ｐ）（x＋ｑ）＝０という２次方程式は、 
AB=0 であるから、A=0 または B=0 をもとにして 
２つの１次方程式にして、解を求められる。 

 
 

５ 学びを生かして練習問題に取り組み、次時への見通しが持

てるようにする。 
  次の２次方程式の左辺を因数分解して解きましょう 

・x２－２x＋12＝０ 
・x２＋４x＋4＝０ 
・x２＝４ｘ 

Ｔx２＝４x の２次方程式を解くときに、両辺を x で割っては 

 いけない理由は何ですか？ 

Ｔ連立方程式での学習と同じように、１年生で学習した 1 次 

 方程式に帰着して考えようとした学び方は、数学の学び方 

 として大切になりますね。 

Ｔ平方根の考えや解の公式の解き方と比べると、因数分解を 

 使って解く方法のよさはありますか？ 

 

 

５ 学びを生かして練習問題に取り組み、次時への見通しが持

てるようにする場面での鮎美さんの様子（ノート） 

※上記の鮎美さんへの教師の声かけ 
 
□解を求めるための途中式に根拠がかかれてい 
て、それを矢印でつなげていることが、前の 
ノートと変わったところだね。考えがわかり 
やすく表現されていてすごくいいね。 

 
□③は解が４だけになったんだね。アンダーラ 
インをひいているｘは、ＡＢ＝０ならばＡ＝
０またはＢ＝０のＡになるけれど、このｘに 
当てはまる数はどうなるのかな？ 

 
 
 
 
 
 

３ 自分の考えをつくる場面での鮎美さんの様子 

※上記の鮎美さんへの教師の声かけ 
 
□解を求めることができているね。どうして 
 この解を求めることができたのかという根拠 
となる途中式や説明をかけるといいね。 

 
□▲▲さんが、このようなノートをかいていた
よ。【左の  内の考えを提示】このように 

 考えをノートに表現できるといいね。 

【前時】 

解は求められたが、根拠を 
書くことができていない。 
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□協議会Ⅰ資料【別添】：抽出生徒（鮎美）さんの様子  

・第５時の学習過程 と ある場面の抽出生徒（鮎子）さんの様子 

第５時 学習内容 

１ 平方根の考えを使ったの解き方を振り返る 
 

 
２ ２次方程式 x2＋８x―３＝0 の解き方を考えよう 
 
Ｔどのようにして解こうと考えますか？ 
 
Ｓ前の時間の学習を生かすために x2＋８x―３＝0 を (x＋ 
▲) 2＝●の形に変形すれば解けそうです。 
 

Ｓ前の時間では、面積図をもとにして考えたので、今日も 
 面積図が使えそうです。 
 
Ｔでは、まず面積図をもとにして考えてみましょう。 
 
式を(x＋▲) 2＝●の形にして解く方法を考え、説明しよう 
 

３ 自分の考えをつくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

４ 面積図をもとにどのように式を変形したのかを話し合い、 

まとめをする。 

 
Ｔどうして１６を足しているのですか？ 
 
Ｔ平方根の考えを使って解くためには、どこに注目して、どのよう   
  に式を変形すればよいですか？ 
 
・x2＋ｐx という式を(x＋▲) 2のような平方の形にするには、
ｐの 1/2 の２乗を加えればよい。 

・x2＋ｐx＋ｑ＝０という式を(x＋▲) 2＝●形にすれば、平方
根の考えを使って解ける。 

Ｔx2＋８x―３＝０の８や―３が他の数になっても解き方は 
 同じといえますか？ 
 
Ｓx の係数が奇数であると式の変形が大変になると思う。 
 
Ｓ(x＋▲) 2＝●のとき、●は正の数でないといけない。 

５ まとめ（学び）を生かして、次の問題に取り組む 
 x2＋６x＝－５    x2＋５x＝３ 
 
 
 
 
 

Ｔx2＋ｐx＋ｑ＝０という式の形のとき、ｐやｑはどんな 

 数のとき平方根の考えが使えると考えますか？ 

 
Ｓx の係数は偶数でも奇数でも使える。ただ、奇数のときは 
 計算が難しい。 
Ｓｐは― p＋1/2ｐ２が負の数では使えない。 
 
６ 解の公式の必要性に触れ、次時の見通しをもつ 

 

３ 自分の考えをつくる 場面での鮎美さんの様子（ノート） 

５ まとめ（学び）を生かして、次の問題に取り組む場面での 
   鮎美さんの様子（ノート） 

※上記の鮎美さんへの教師の声かけ 
□前の学習をいかして、同じような式の形にし 
ようと考えているのは、数学の学び方として 
大切になるね。 

 
□前の授業でも、困ったときは図をもとにして 
 考えていたね。〇〇さんがこのような図をも 
 とにして考えようとしていたよ。【左図の面積
図を提示】何をしようとしているかわかるか
な？ 

 

※上記の鮎美さんへの教師の声かけ 
 
□両辺に＋３２をしているところに丸印をつけ 
ていて、鮎美さんが何を意識しているかが  
分かるようなノートになっているね。 

 
□②は①と同じように考えて、両辺に＋2.5２を 
 しているね。ｘの係数を小数にしたことで、 
 計算が大変になったようだね。だったら、 
 2.5を小数ではなく、分数で表してみたら 
 どうかな。 
 
□なぜ、＋３２に〇をしたのかや、なぜｘの係数 
 を分数にするのかといった根拠を、ノートに 
 表現してみると、後から見直したとき、より 
 わかりやすいノートになるよ。 

【本時につながる時間】 

見通しはもてたが、 
どのように考えればよい
か、分からず止まっている 

①は解くことができたが、 
②では、ｘの係数が奇数で 
あるため悩んでいる。 
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協議会Ⅱ 


